
平素は、一般社団法人 府中青年会議所（府中JC）に対しご支援ご協力を賜わり、心から御礼申し上
げます。私は、府中青年会議所　第54代理事長 井上達也と申します。

われわれ府中JCは府中市を中心とした地域において「明るい豊かな社会」の実現を目指し「ひとづく
り・まちづくり」運動を展開する青年経済人の団体です。青少年育成事業、府中市街地活性化、リー
ダーシップ開発などの様々な分野において主体的に活動し、継続的なまちの賑わいの創出を目指して
います。

創立54年目を迎えるにあたり、これまでの永きに亘る活動ができたのも、行政や企業、関連団体の皆様、市民の皆様、そして
諸先輩のご理解とご協力の賜物です。地域の皆様に支えられて活動させて頂いていることに感謝し、青年らしい潔さと勇気、
そして覚悟を持ち「明るい豊かな社会」実現に向けて邁進していきます。

また、地域から必要とされる団体である為にも、ホームページやフェイスブックなどを通じて、私たちの実施する事業や府中
JCに対するご意見など、皆様よりご意見をいただければ幸いに存じます。
本年度も一般社団法人府中青年会議所の活動に、皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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2016年度　始まる！！
第 54代理事長　井上達也

て、多大なるご支援・ご協力、そして深いご
理解を賜りましたこと厚く御礼を申し上げま
す。皆様のおかげをもちまして無事に一年間
職務を全うすることが出来ました。

本年度は井上理事長のもと、全ての事業が
成功裏に終わり、地域・組織・メンバーに対
して素晴らしい成果を生み出せるよう直前
理事長として、しっかりサポートをして参りま
す。

2016年度の府中青年会議所スローガン「
挑戦」のもと、地域のため・組織のため・自己
の成長のため、全てのことに挑戦し、しっか
り考え行動し理事の一員として府中青年会
議所の発展に寄与して参ります。どうぞ一年
間、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上
げます。

2016 年度スローガン　『挑戦』　～今持つ全ての力を出しきって～

新年あけましておめでとうご
ざいます。平成28年の新年を
迎えるにあたり、謹んでお慶
び申し上げますと共に、昨年
2015年度の活動に対しまし

2016年度一般社団法人府
中青年会議所の監事を拝
命いたしました森山直洋で
す。
監事として事業や会計処理

が適正に行われているかを監査するという
職務はもちろん、当団体がこの地域にとって
必要とされる、なくてはならない青年団体と
して発展していけるよう意見やアドバイスを

2016 年度　新年例会を開催しました
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新たに動き出した新体制のもと、1月9日府
中市広末殿にて2016年度 新年例会を開催さ
せて頂きました。当日は、終始和やかな雰
囲気の中で来賓、特別会員の皆様と親交を
深めることが出来ました。

当日は公私共にご多忙の中、来賓に府中市
長 戸成義則 様、広島県議会議員 岡崎哲夫 
様、広島県議会議員 出原昌直 様、府中商工
会議所会頭 北川祐治 様、また特別会員会長 
平 祐介 様を初め大変多くの特別会員の皆様
にご臨席を賜り、かつご鄭重なるご挨拶を
頂きましたこと、厚く御礼申し上げます。
新たなる一年を迎えるにあたって、我々が
如何に在るべきか、その問いに一つの指針
を抱く事が出来ました。
また一般社団法人府中青年会議所2016年度井上達也理事長よりご挨拶を頂き、今年度の方針とその強く熱い思い、そして井
上理事長が掲げられるスローガン『挑戦』のもと、今年度府中青年会議所の活動成満に向けて会員全員の心が一つとなり、当
事業の本旨を遂げさせて頂く事が出来ましたこと、衷心より御礼申し上げます。

新年例会という大きな、また貴重な事業を担当させて頂きましたことは、私自身にとって当に『挑戦』であり、新たな一年を
迎える自らを奮い立たせる機会ともなりました。最後となりましたが、諸事不行届きの点があったにも拘らず、恙無く新年の
門出を祝うことが出来ましたのは、ひとえに現役会員の皆様のご助力とご教導があったからこそです。誠にありがとうござい
ました。心から御礼申し上げます。

まつりノ醍醐委員会 委員長 蛎田大悟

させていただきます。

また、本年度はOBとして当役職に就かせて
いただくことになりましたので、少し違う視
点からの意見を現役メンバーに伝えていけ
ればと考えております。
今年こそ真面目に、誠実に、正義感をもって
職務に邁進いたします。一年間どうぞよろし
くお願いいたします。



平素は、一般社団法人 府中青年会議所（府中JC）に対しご支援ご協力を賜わり、心から御礼申し上
げます。私は、府中青年会議所　第54代理事長 井上達也と申します。

われわれ府中JCは府中市を中心とした地域において「明るい豊かな社会」の実現を目指し「ひとづく
り・まちづくり」運動を展開する青年経済人の団体です。青少年育成事業、府中市街地活性化、リー
ダーシップ開発などの様々な分野において主体的に活動し、継続的なまちの賑わいの創出を目指して
います。

創立54年目を迎えるにあたり、これまでの永きに亘る活動ができたのも、行政や企業、関連団体の皆様、市民の皆様、そして
諸先輩のご理解とご協力の賜物です。地域の皆様に支えられて活動させて頂いていることに感謝し、青年らしい潔さと勇気、
そして覚悟を持ち「明るい豊かな社会」実現に向けて邁進していきます。

また、地域から必要とされる団体である為にも、ホームページやフェイスブックなどを通じて、私たちの実施する事業や府中
JCに対するご意見など、皆様よりご意見をいただければ幸いに存じます。
本年度も一般社団法人府中青年会議所の活動に、皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 直前理事長　坂本充

て、多大なるご支援・ご協力、そして深いご
理解を賜りましたこと厚く御礼を申し上げま
す。皆様のおかげをもちまして無事に一年間
職務を全うすることが出来ました。

本年度は井上理事長のもと、全ての事業が
成功裏に終わり、地域・組織・メンバーに対
して素晴らしい成果を生み出せるよう直前
理事長として、しっかりサポートをして参りま
す。

2016年度の府中青年会議所スローガン「
挑戦」のもと、地域のため・組織のため・自己
の成長のため、全てのことに挑戦し、しっか
り考え行動し理事の一員として府中青年会
議所の発展に寄与して参ります。どうぞ一年
間、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上
げます。

新年あけましておめでとうご
ざいます。平成28年の新年を
迎えるにあたり、謹んでお慶
び申し上げますと共に、昨年
2015年度の活動に対しまし

監事　森山直洋
2016年度一般社団法人府
中青年会議所の監事を拝
命いたしました森山直洋で
す。
監事として事業や会計処理

が適正に行われているかを監査するという
職務はもちろん、当団体がこの地域にとって
必要とされる、なくてはならない青年団体と
して発展していけるよう意見やアドバイスを 2/4

京都会議に参加してきました
去る１月２３日に京都国際会議場にて京都
会議が開催されました。京都会議は毎年1
月に日本全国のJCが京都に集まる、その年
のスタートとなる会議です。日本JCの総会
や様々なセミナーが行われます。

京都会議に参加するといよいよ１年が始ま
ったなと感じてきます。
府中青年会議所からは１７名ものメンバー
が参加しメンバー同士大変有意義な時間を
もてました。

また、１月２４日には公益社団法人日本青
年会議所会頭山本樹育君が所信表明し、全
国のＪＡＹＣＥＥと熱い思いを共有し、そ

の中でもパラダイムシフト、民間防衛力、新しい資本主義、などの重点事項を演説し、「強く 優しく しなやかに あらゆる価
値の根源となれ！」のスローガンのもと、「ＪＣしかできないものはたくさんある。だからこそＪＣがやらなければいけない
」と力強い思いを発信しました。

改めて、１年間の活動が有意義となるようメンバーが一丸となれました。ありがとうございました！

専務理事 栗原大高

させていただきます。

また、本年度はOBとして当役職に就かせて
いただくことになりましたので、少し違う視
点からの意見を現役メンバーに伝えていけ
ればと考えております。
今年こそ真面目に、誠実に、正義感をもって
職務に邁進いたします。一年間どうぞよろし
くお願いいたします。

監事　藤岡武志
2016年、私にとっては、卒業
となるこの年度に、昨年に続
き監事をさせて頂く事となり
ました。監事の役職を粛 と々
全うし、培った経験を還元し

ていき、井上理事長の掲げる『挑戦』のもと、
昨年以上に府中ＪＣの発展に寄与できるよ
う、挑戦し、努力していきたいと考えておりま
す。
また最後の一年でもありますので、本年度
が思い出深く、でき得れば、理事メンバーに
多くの笑顔と達成感が感じられる一年にな
るよう祈念して、新年のご挨拶とさせていた
だきます。

どうぞ一年、ご指導、ご鞭撻の程宜しくお願
い致します。

副理事長　栗本淳二
新春の慶びを申し上げます。
本年度青少年育成委員会
の副理事長を務めさせて頂
きます栗本と申します。
当委員会では、委員長が入

会当初より思い描いていた事業を含め3事
業と会員の資質向上を目的とした3分間ス
ピーチを展開して参ります。

次世代を担う子ども達の心を育むには、個
人また仲間とともに様 な々経験をすること、
同様に夢や目標に向かって努力することな
ど、心に残るものを創造していく必要がある
と考えます。また親であり地域の大人でもあ
る我々が、率先し手本となるべく務めると同
時に、子ども達への関わり方も常に学び考
えていかなければなりません。子ども達の将
来に繋がる経験を出来る事業の実現に向
けて、委員会と共に邁進して参ります。

現役メンバー、特別会員の皆様には、多大
なご協力をお願いすることもあると思います
が、どうぞ一年間よろしくお願い申し上げま
す。

副理事長　高月龍樹
2回目の副理事長を務めま
す。よろしくお願い致します。

さて、この府中JCでやっとま
ちづくりと言える事業に出会

えそうです。また、それを推進しようとしてい
る北川慶祐くんをとても楽しみにしています。
このまちに対して私達の影響力というものが
果たしてどこまであるのか、この会員にその
テンションはあるのか、会員のコンセンサス
は取れるのか？果たしてどうなるのか？

さあさあ皆さん～しかとお見届けを！
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副理事長　櫻木正彦
まつりノ醍醐委員会の副理
事長を務めさせていただき
ます櫻木正彦です。委員会
では「備後国府まつり」をメ
インとして、事業構成をおこ

なっております。

6年前に、私自身もまつりの委員長をさせて
いただきましたが、府中のまつりをいかに盛
り上げていくかを考えた1年でした。そして、
まつりを企画する過程で、JC以外の方と触
れ合い、皆が１つの目標に向かっていくこと
の大切さや、おもしろさを実感いたしました。

4年前に「ドレミファ」から現在の名称に変
わりましたが、昭和55年から受け継いでき
た府中JCの心はいまだに変わることはあり
ません。今後も、府中の夏まつりが盛り上が
るような企画、運営を府中JCが率先して参
りますので、どうぞ１年間よろしくお願い申し
上げます。

専務理事　栗原大高
新年あけましておめでとうご
ざいます。

本年度、専務理事を拝命し
ました栗原です。組織におい

て縁の下の力持ちとなれるようしっかりとメ
ンバーをフォローしていきます。

また、本年度は全国大会が広島の地にて行
われることもあり、より一層強固な組織体制
にならなければなりません。

理事長スローガン「挑戦」は私にとってこの
職務を様 な々形で挑戦することにもつなが
りますので、1年間気持ちを切らさず職務を
全うしていきます。

1年間どうぞよろしくお願い致します。

事務局専任理事　小野隆義
2016年度一般社団法人府
中青年会議所事務局専任
理事の小野隆義でございま
す。本年度は、8名の新入会
員を仲間に加え31名のスタ

ートとなります。

私は年齢では若手ではありますが入会して
7年目になります。自身に求められている役
割を自覚し、新たな挑戦が始まる2016年度
府中青年会議所の運営が、最善に実施出
来るよう専務理事をサポートします。そして、
府中青年会議所が一致団結できるよう精
一杯頑張ります。

ご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒宜しくお
願い申し上げます。

会員拡大会議
議長　平慶一郎
本年度、会員拡大会議議長
を務めさせていただきます、
平慶一郎と申します。前年度
府中青年会議所では、8名
の新しい仲間を増やすこと

ができました。近年にはない素晴らしい成果
が出たと思います。
私はこの「会員が増える」という流れを継続
していくために、本年度は10名の新規入会
者を目標にし、会員拡大会議が率先して勧
誘活動を行なって参ります。そして、入会して
いただくことをゴールとせず、入会後の様々
なケアを心がけます。

まちの発展を目指し活動をする私たちにと
って、会員の数は大きな力になります。まちに
対してより積極的に、そして効果的な発信を
していくためにも、現役会員、特別会員の皆
さまには、ぜひ積極的にご協力を賜りたいと
存じます。

本年度1年間、どうぞよろしくお願い致します
。

まつりノ醍醐委員会
委員長　蛎田大悟

新春を健やかにお迎えにな
られましたこと、心よりお喜
び申し上げます。

本年度、当委員会はその名

に冠します様に、人に自分に誇れる備後国
府まつりを作り上げ、更なるまつりの活性化
に寄与すべく、力強く挑戦して参ります。
三界はこれ道場なりと申しますが、まつりの
みならず府中青年会議所こそ当に修行の場
であると自らに刻みて精進する所存でござ
いますので、何卒ご指導ご鞭撻を賜りたく、
一年間どうぞよろしくお願い致します。

青少年育成委員会
委員長　福田竜也

本年度、青少年育成委員会
委員長を務めさせて頂きま
す福田竜也と申します。本年
度、当委員会では子ども達
の「夢」をテーマに掲げてい

ます。子ども達には夢を持ってもらいたい、
持ち続けてもらいたいと思います。夢を持ち
夢に向かって挑戦、努力することにより、自
ら考えて行動や判断ができる人間性を養い
、自分に自信を持ち希望に満ち溢れた子ど
も達に成長してもらいたいと思います。その
為に本年度はドリーム鯉のぼりプロジェクト
、わんぱく相撲、ダンスフェスティバルを通じ
て「夢を持つことの大切さや素晴らしさを感
じてもらえるきっかけづくりとなる事業」、ま
た、「諦めずに挑戦、努力することの大切さ
を感じてもらえるきっかけづくりとなる事業」
を開催して参ります。

当委員会はメンバー一丸となって子ども達
の未来を一番に考え１年間邁進して参りま
す。また、本年度スローガンに掲げられた「
挑戦」のもと私自身も挑戦の年として全ての
事業に全力で取り組んで参りますので１年
間どうぞ宜しくお願い致します。

地域再興委員会
委員長　北川慶祐

本年度、地域再興委員会委
員長を務めます北川慶祐で
す。
当委員会では、この地域をよ
り良くするために何が必要

か真剣に考えた上で、高度教育機関の誘致
、起業家支援事業、広報活動を担当いたし
ます。

府中JCは現状維持に満足せず利害関係に
影響されず、常に地域に良い変化を起こす
ために挑戦する団体だという自負と覚悟を
持って実行して参ります。
本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

セクレタリー　千葉一志
本年度セクレタリーを務め
させて頂きます千葉と申しま
す。

本年度は井上理事長の下、

府中青年会議所の諸活動が円滑に行われ
るよう尽力し、様 な々場面でのサポートをさ
せて頂きます。

その上で、「挑戦～今持つ全ての力を出しき
って～」のスローガンを自身の目標としても
常に心に掲げ、新たな経験と知識を得る機
会を与えて頂いたことに感謝し、本年は何
事にも勇気と覚悟と品格を持って挑戦して
いきます。
一年を通して弛まぬ挑戦を続け、人間として
大きく成長できる大切な時間にしたいです。

諸先輩方におかれましては、ご指導ご鞭撻
そして愛の鞭をお願い致します。

セクレタリー　磯田一郎
2016年度セクレタリーを務
めさせて頂きます磯田と申し
ます。

府中青年会議所の活動が

円滑に行えるようセクレタリーとしてサポー
トさせて頂く中で、JC活動・運営の両面から
多くのことを学び、府中青年会議所の一員
として魅力ある人材へと成長できるよう全力
で取り組んで参ります。

また、このような経験をさせて頂ける事、支
えて頂ける周辺の人達・環境に感謝の思い
を忘れずに、セクレタリーという役に精一杯
取り組んで参りますので、本年もご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願いします。
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新春会議に参加しました
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本年度、青少年育成委員会では子ども達の「
夢」をテーマに掲げています。夢を持ち努力
することにより、自ら考えて行動や判断がで
きる人間性を養い、自分に自信を持ち希望に
満ち溢れた子ども達に成長してもらいたいと
いう思いから、夢を持つことの大切さや素晴
らしさを感じてもらえる事業活動をしており
ます。その一環として「ドリーム鯉のぼりプ
ロジェクト」を開催することになりました。

鯉のぼりは子ども達の夢と成長を応援する希
望のシンボルです。２月５日から３月１５日
の期間内に府中市内各小学校で５ｍの鯉のぼ
りを各１匹、また、府中市内の保育所にも参
加して頂き１０ｍの鯉のぼりを１匹、皆で協

力して色鮮やかなオリジナルの鯉のぼりを制作します。その鯉のぼりに子ども達全員が将来の夢や目標を書き込みます。４月
２３日（土）にはウッドアリーナにて子ども達が制作した鯉のぼりがクレーン車で揚げられ大空を泳ぎます。鯉のぼりが大空
を泳いでいる姿を見て「感動」したり「ワクワク」したりする気持ちになって頂けることと思います。その他にも「１０ｍ鯉
のぼりメッセージアート」「子ども達によるステージイベント」、「飲食ブースの出店」、「ミニ鯉のぼりワークショップ」
など子ども達にとって、また、家族にとっても思い出に残る１日になることと思いますので是非、多くの方にご来場頂き子ど
も達の夢を応援して頂きたいと思います。

その後、府中市内の小学校で制作した鯉のぼりはウッドアリーナでの掲揚翌日から５月５日までの間、ＰＯＭ府中市子どもの
国、府中天満屋にて展示しております。また、１０ｍの鯉のぼりはご協力頂いたスイミープロジェクト実行委員会様のもと全
国から集まった鯉のぼりとともに神戸の地にて大空を泳ぐことになります。機会がありましたらこちらにも足をお運び頂けた
らと思います。

青少年育成委員会 委員長 福田竜也

1月30日公益社団法人日本青年会議所中
国地区広島ブロック協議会2016年度新春
会議 新春交流会が開催されました。

本年度広島ブロック協議会スローガン「共
進共感 ～共感からつながる魅力ある広島
の創造～」のもと広島県内ロムメンバー一
同が広島の地に集まり、府中青年会議所か
らは１７名ものメンバーが参加しました。

新春会議では小林ブロック会長の所信表
明と各ブロック委員会の事業紹介を聞いて
きました。 市民の主権者、当事者意識の向
上、地域の持続性を創出する事業紹介を始
め、本年度全国大会広島大会に向けた支
援などの様 な々取り組みを聞き、わたし達府
中青年会議所の活動にも反映していきたい
と思いました。

新春交流会では、府中青年会議所より出向

している森山直前会長による乾杯から始ま
り、広島県内各ロムとの交流が始まりました
。その中のアトラクションで、井上理事長に
よる今年の意気込みを漢字1文字で、会員1
人1人が輝くようにと『輝』と発表され、府中
青年会議所メンバー一同がより輝けるよう
一致団結できたように感じました！

皆さんありがとうございます！

特別会員の皆様へ
本年度、会員拡大を担当しております平慶
一郎です。本年度も会員数を増やすべく、井
上理事長をはじめ、メンバーが一丸となって
会員拡大を行っております。前年は8名の新
入会員を獲得するという、大変素晴らしい
成果を残されました。本年度は前年以上の
、10名の新入会員獲得を目標としています。

人の数は大きな力を持っています。1人より5
人、5人より10人、同じ思いのもと、地域のた
めに声を発し、活動をしていくには会員拡大
は必須であり、私たち現役会員はもちろんで
すが、特別会員の皆さまにも、入会候補者
の情報をいただきたいと思いますし、特別会
員の皆さまのご子息やご令嬢がいらっしゃ
いましたら、私たちが勧誘させていただく時
には、ぜひ入会に向けて前向きに検討して

いただきたいと思います。

新しい人が増えるごとに様 な々発想や手法
が生まれ、ともに議論し活動をしていく中で
、私たち現役会員にも新しい気付きがあり、
それが個々の成長にも繋がります。重ねてに
なりますが、ぜひ本年度の会員拡大へのご
協力をよろしくお願い致します。

広報担当より
広報を担当しております地域再興委員会委
員長の北川です。この度、現役会員の皆様
のご協力によりJC News 501号を発行で
きました。この場をお借りし御礼申し上げま
す。

専務理事 栗原大高

会員拡大会議 議長 平慶一郎

地域再興委員会 委員長 北川慶祐
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